
背景 ～これまでの取組～
記者配布資料

■Ｒ２.12、瀬戸内オーシャンズⅩ発足
日本財団と瀬戸内４県（岡山、広島、香川、愛媛）連携協定締結

■Ｒ３県調査で、南予地域の立入困難海岸に軽トラック
約３万２千台相当の漂着ごみを確認(東・中予は各600台)

■Ｒ５.11、日本財団・瀬戸内オーシャンズⅩとの連携による
上陸母船を活用した巡回回収の技術検証実施

■技術検証を踏まえ、南予地域の漂着ごみの約８割が集積する
ホットスポット107海岸を、６年度から３年間で一掃する
重点回収事業を開始 ⇒８年度末で完了見込み
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R5.11 大型フロートを現地で減容 R7.7 土砂交じりごみのふるい分け

R6.4 瀬戸内オーシャンズⅩ期間延⾧協定締結

写真提供：日本財団

上陸母船

R6.7 リレー形式による回収

次なるステージ 『新たな発生抑制に向けた河川ごみ対策の強化』

現状 ～河川ごみの状況と海洋への流出～

■県調査（Ｒ５～Ｒ６）では、県内河川から瀬戸内海に年間 14～65t（推計）の
プラスチックごみが流出

■日本財団調査（Ｒ２）では、県・市町管理河川のホットスポット399か所のうち
約９割（347か所）が５市に集中
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調査データ：日本財団提供
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調査対象河川は、県
人口の６割を超える
よう、散乱ごみの多
い人口の集積した河
川（主に２級河川、
１級河川の県管理区
間、準用河川、普通
河川）を日本財団が
選定して実施
※上島町、久万高原
町、内子町、松野町、
⿁北町の河川は調査
対象外

R６年R５年R４年R３年R２年R元年(暦年)

38.4423.6714.2737.8765.4851.01流出量(t)



袋詰めごみの堆積（松山市：宮前川）

ごみ集積所・自販機裏に散乱するごみ（松山市：宮前川）

袋詰めごみが破れて広範囲に散乱（松山市：宮前川）

大雨で網が破断し、ごみが流出（松山市：久万川）

写真提供：日本財団

■県内の河川ごみはプラスチック系が多く、松山市では特に袋詰めごみが目立つ
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① 調査研究データの発信、流域住民の意識喚起
河川ごみの現状をSNS等で発信するとともに、流域住民の関心を高める取組を実施

取組の方向性 ～『５つの視点』～

えひめ河川ごみ対策 ロゴマーク・キャッチフレーズ 募集
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② ムーブメントづくり
ホットスポットでの河川清掃イベントなどを通じた行動変容の流れを創出

③ 河川ごみ回収の負担軽減策づくり
流域住民等が主体的に取り組む河川清掃活動への支援

④ 新たな担い手づくり、技術・機器の導入
環境問題に関心を持つ若者との連携や効率回収に資する技術・機器の導入

⑤ 河川ごみを発生させない啓発活動と仕組みづくり
ごみの持ち帰りの徹底やごみ集積場等からの流下対策


